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「
黄
金
期
」
を
迎
え
る
一
三
〇
年
目
の
日
本
映
画

二
〇
二
六
年
は
、
映
画
が
日
本
の
歴
史
に
登
場
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
一
三
〇
年
目
の
節
目
に
あ
た
る
。

一
八
九
六
年
の
一
一
月
二
五
日
、
こ
の
五
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の
ト
ー
マ
ス
・
エ
デ
ィ
ソ
ン
に
よ
っ
て
発

明
さ
れ
た
最
初
期
の
映
画
装
置
「
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
」
が
、
輸
入
し
た
鉄
砲
商
の
高た

か

橋は
し

信し
ん

治じ

に
よ
っ
て
港

町
・
神
戸
で
初
上
映
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
装
置
は
ル
ー
プ
す
る
動
画
を
ひ
と

り
ず
つ
鑑
賞
す
る
「
覗の

ぞ

き
穴あ

な

式
」
だ
っ
た
。
続
い
て
翌
一
八
九
七
年
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル

兄
弟
が
一
八
九
五
年
に
発
明
し
た
「
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
」
が
、
彼
ら
と
親
交
の
あ
っ
た
輸
入
業
者
の
稲い

な

畑ば
た

勝か
つ

太た

郎ろ
う

の
手
で
紹
介
さ
れ
、
大
阪
で
初
上
映
さ
れ
る
。
こ
の
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
が
、
映
画
館
内
の
前
方
に

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
が
あ
り
、
そ
こ
に
背
後
か
ら
映
写
機
で
映
像
を
投
影
し
、
そ
れ
を
観
客
席
の
大
勢
の

ひ
と
び
と
が
観
る
、
と
い
う
二
〇
世
紀
に
一
般
化
す
る
形
の
最
初
の
映
画
装
置
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
じ

年
に
は
早
く
も
日
本
人
の
手
に
よ
る
映
画
撮
影
が
始
ま
る
。
こ
う
し
て
、
明
治
三
〇
年
代
に
日
本
映
画
の

3 はじめに



歴
史
が
幕
を
開
け
た
。

さ
て
、
二
〇
二
〇
年
代
の
現
在
、
日
本
映
画
（
邦
画
）
は
か
つ
て
な
い
盛
況
を
迎
え
て
い
る
。

邦
画
と
い
え
ば
、
と
り
わ
け
筆
者
よ
り
も
年
長
世
代
の
読
者
に
と
っ
て
は
斜
陽
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
の
ほ

う
が
強
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
般
社
団
法
人
日
本
映
画
製
作
者
連
盟
（
Ｍ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｊ
）
の
公
開
す
る
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
近
年
、
国
内
の
映
画
興
行
、
し
か
も
邦
画
は
稀ま

れ

に
見
る
活
況
を
呈て

い

し
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
で

公
開
さ
れ
て
い
る
一
九
五
五
年
以
降
で
、
全
国
の
ス
ク
リ
ー
ン
数
は
、
も
っ
と
も
減
っ
た
一
九
九
〇
年
代

前
半
の
約
一
七
〇
〇
か
ら
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
水
準
の
約
三
六
〇
〇
ま
で
回
復
し
た
。

　

何
よ
り
目
を
引
く
の
は
「
邦
高
洋
低
」
の
傾
向
で
あ
る
。
邦
画
の
公
開
本
数
自
体
、
こ
こ
数
年
は
過
去

最
高
レ
ヴ
ェ
ル
に
達
し
て
い
る
が
、
邦
画
と
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
筆
頭
と
す
る
洋
画
の
興
行
収
入
の
比

率
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
逆
転
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
昭
和
末
期
頃
か
ら
長
ら
く
後
者
の

圧
倒
的
優
位
で
推
移
し
て
き
た
両
者
の
比
率
（
洋
高
邦
低
）
が
、
こ
れ
以
降
覆
り
、
邦
画
が
全
体
の
七
〜

八
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
（
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
化
」
の
傾
向
は
、
洋
楽

離
れ
や
海
外
文
学
離
れ
な
ど
文
化
消
費
一
般
に
も
当
て
は
ま
る
が
）。

そ
れ
は
「
邦
画
の
当
た
り
年
」
と
な
っ
た
二
〇
二
五
年
の
状
況
を
見
て
も
は
っ
き
り
と
窺
わ
れ
る
。
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二
〇
二
〇
年
に
一
九
年
ぶ
り
に
国
内
歴
代
映
画
興
行
収
入
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
を
塗
り
替
え
た
ア
ニ

メ
映
画
『
劇
場
版
「
鬼き

滅め
つ

の
刃や

い
ば」

無
限
列
車
編
』
の
続
編
で
あ
る
外そ

と

崎ざ
き

春は
る

雄お

監
督
『
劇
場
版
「
鬼
滅
の
刃
」

無
限
城
編 
第
一
章 

猗あ

窩か

座ざ

再
来
』（
二
〇
二
五
年
）
が
公
開
後
、
北
米
を
含
む
国
内
外
で
数
々
の
興
行
記

録
を
更
新
し
、
公
開
二
〇
六
日
間
で
前
作
に
次
ぐ
国
内
歴
代
二
位
と
な
る
興
収
三
九
三
億
二
〇
〇
〇
万
円

を
記
録
し
た
。
ま
た
実
写
で
も
、
李リ
・
サ
ン
イ
ル

相
日
監
督
『
国
宝
』（
二
〇
二
五
年
）
が
口
コ
ミ
か
ら
広
が
っ
て
社
会

現
象
級
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
公
開
一
七
二
日
間
で
興
行
収
入
一
七
三
億
七
三
九
万
円
を
記
録
、
本も

と

広ひ
ろ

克か
つ

行ゆ
き

監
督
『
踊
る
大
捜
査
線 TH
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O
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レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
封
鎖
せ
よ
！
』（
二
〇
〇
三
年
）

が
保
持
し
て
い
た
記
録
を
破
り
、
二
二
年
ぶ
り
に
邦
画
実
写
歴
代
一
位
を
更
新
し
た
。
ほ
か
に
も
、
シ
リ

ー
ズ
歴
代
二
位
の
興
行
収
入
を
記
録
し
た
『
名
探
偵
コ
ナ
ン 

隻せ
き

眼が
ん

の
残

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

像
』（
二
〇
二
五
年
）
や
一
〇
〇

億
円
を
超
え
る
興
収
を
達
成
し
た
『
劇
場
版 
チ
ェ
ン
ソ
ー
マ
ン 

レ
ゼ
篇
』（
二
〇
二
五
年
）
な
ど
ア
ニ
メ

映
画
の
大
ヒ
ッ
ト
も
相
次
い
だ
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
最
近
の
邦
高
洋
低
の
傾
向
に
よ
り
、
現
在
の
国
内
映
画
興
収
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

一
〇
作
品
の
う
ち
、
洋
画
は
も
は
や
三
作
の
み
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』

（
一
九
九
七
年
）
と
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
』（
二
〇
〇
一
年
）
は
す
で
に
四
半
世
紀
以
上
も
前

の
作
品
だ
。
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日
本
映
画
の
堅
調
ぶ
り
は
何
も
興
行
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
い
。
宮み

や

﨑ざ
き

駿は
や
おや

細ほ
そ

田だ

守ま
も
るら

の
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二
一
世
紀
以
降
も
、
日
本
映
画
の
作
品
や
日
本
人
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
や
国
際
映

画
祭
の
場
で
毎
年
の
よ
う
に
受
賞
を
果
た
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
代
表
的
な
存
在
は
、『
万
引
き
家
族
』（
二

〇
一
八
年
）
で
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
パ
ル
ム
・
ド
ー
ル
を
受
賞
し
た
是こ

れ

枝え
だ

裕ひ
ろ

和か
ず

と
、『
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・

カ
ー
』（
二
〇
二
一
年
）
や
『
偶
然
と
想
像
』（
二
〇
二
一
年
）、『
悪
は
存
在
し
な
い
』（
二
〇
二
三
年
）
が
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
や
三
大
国
際
映
画
祭
で
連
続
受
賞
を
果
た
し
た
濱は

ま

口ぐ
ち

竜り
ゅ
う

介す
け

だ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
も
、
山や

ま

中な
か

瑶よ
う

子こ

や
三み

宅や
け

唱し
ょ
う、

坂さ
か

元も
と

裕ゆ
う

二じ

ら
の
監
督
や
脚
本
家
、
役や

く

所し
ょ

広こ
う

司じ

や
真さ

な

田だ

広ひ
ろ

之ゆ
き

、
浅あ

さ

野の

忠た
だ

信の
ぶ

ら
の
俳
優
が
続
々

と
栄
誉
を
受
け
、
世
界
的
な
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
近
年
も
映
画
監
督
の
深ふ

か

田だ

晃こ
う

司じ

が
積
極
的
に
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
（『
日
本
映
画
の
「
働

き
方
改
革
」』）、
一
方
で
こ
れ
ま
で
の
日
本
映
画
界
の
現
場
が
、
や
り
が
い
搾さ

く

取し
ゅ

の
過
重
労
働
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
横
行
を
黙
認
し
た
り
、
市
場
が
東
宝
を
筆
頭
と
し
た
一
部
の
大
手
映
画
会
社
の
事
実
上
の
寡か

占せ
ん

体

制
で
成
立
し
て
い
た
り
と
い
っ
た
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇

二
二
年
に
は
深
田
や
是
枝
、
諏す

訪わ

敦の
ぶ

彦ひ
ろ

、
西に

し

川か
わ

美み

和わ

ら
六
人
の
監
督
が
、
映
画
製
作
を
め
ぐ
る
労
働
環
境

保
全
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
な
ど
を
求
め
る
非
営
利
団
体
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
映
画
業
界
改
善
に
向
け

た
動
き
も
活
発
化
し
て
い
る
。
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現
代
日
本
の
映
画
批
評
に
絶
大
な
影
響
力
を
誇
っ
た
蓮は

す

實み

重し
げ

彥ひ
こ

が
こ
の
数
年
来
、
強
調
し
て
い
る
表
現

を
使
う
な
ら
ば
、
日
本
映
画
は
確
か
に
い
ま
ま
さ
に
、「
第
三
の
黄
金
期
」（『
見
る
レ
ッ
ス
ン
』）
を
謳お

う

歌か

し

て
い
る
と
言
っ
て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
君
の
名
は
。』
の
日
本
映
画
（
史
）
と
「
二
〇
一
六
年
」
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

日
本
映
画
の
誕
生
か
ら
一
三
〇
年
の
節
目
を
迎
え
、
ま
た
二
〇
世
紀
に
発
展
し
た
映
画
に
と
っ
て
は
二

度
目
の
世
紀
と
な
る
二
一
世
紀
も
そ
の
四
分
の
一
が
過
ぎ
た
こ
の
現
在
の
地
点
か
ら
、
日
本
映
画
の
現
状

と
歩
み
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。
こ
れ
が
、
本
書
の
問
い
の
出
発
点
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
論
点
や
ト
ピ
ッ
ク
も
多
岐
に
わ
た
り
、
新
書
一
冊
で
書
き
切
る
に
は
途
方

も
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
書
で
は
ひ
と
つ
の
補
助
線
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、『『
君
の
名
は
。』
は
日
本
映
画
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か 

庵あ
ん

野の

秀ひ
で

明あ
き

・
岩い

わ

井い

俊
し
ゅ
ん

二じ

・
新し

ん

海か
い

誠ま
こ
とか

ら
読
み
解
く
現
代
日
本
映
画
史
』
と
い
う
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
に
、
端
的
に
要
約
さ
れ
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
い
ま
か
ら
一
〇
年
前
、
二
〇
一
六
年
に
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
新
海
誠
監
督
の
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
映
画
『
君
の
名
は
。』
と
「
二
〇
一
六
年
」
と
い
う
年
を
導
き
の
糸
に
し
て
、
二
一
世
紀
の
映
像
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文
化
と
日
本
映
画
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
。
ま
た
そ
れ
を
通
し
て
日
本
映
画
史
の
見
取
り
図
を
あ
ら
た

め
て
描
き
直
す
こ
と
。
そ
れ
が
本
書
の
狙
い
で
あ
る
。

右
に
記
し
た
よ
う
に
、
日
本
映
画
と
そ
の
歴
史
を
考
え
る
時
に
、
さ
し
あ
た
り
本
書
が
注
目
す
る
の
は

一
〇
年
前
の
二
〇
一
六
年
と
い
う
年
で
あ
る
。

『「
鬼
滅
の
刃
」
無
限
城
編
』
と
『
国
宝
』
の
盛
り
上
が
り
に
よ
っ
て
二
〇
二
五
年
が
空
前
の
邦
画
の
当
た

り
年
に
な
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
二
〇
一
六
年
も
ま
た
、
稀
に
見
る
邦
画
の
当
た
り
年
と
呼
ば
れ
た
一
年
だ

っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
現
在
で
も
も
っ
と
も
ひ
と
び
と
の
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
作
品
と
言
え
ば
、
何
と

い
っ
て
も
『
君
の
名
は
。』
だ
ろ
う
。
知
ら
れ
る
通
り
、
本
作
は
こ
の
年
、
現
在
で
も
歴
代
第
六
位
に
位
置

す
る
興
行
収
入
二
五
一
億
七
〇
〇
〇
万
円
を
稼
ぎ
出
す
歴
史
的
な
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、

こ
の
年
は
『
君
の
名
は
。』
の
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
で
傑
作
や
話
題
作
が
多
く
目
立
っ
た
年
で

も
あ
っ
た
。
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
山や

ま

田だ

尚な
お

子こ

が
監
督
し
た
『
映
画 

聲こ
え

の
形
』（
二
〇
一
六
年
）、
そ
し

て
こ
の
年
の
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
・
テ
ン
で
日
本
映
画
第
一
位
に
輝
い
た
片か

た

渕ぶ
ち

須す

直な
お

監
督
の
『
こ
の
世
界

の
片
隅
に
』（
二
〇
一
六
年
）
が
高
い
評
価
を
受
け
、
ま
た
菱ひ

し

田だ

正ま
さ

和か
ず

監
督
の
『KIN

G
 O

F PRISM
 by 

PrettyRhythm

』（
二
〇
一
六
年
）
は
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
に
台
頭
し
て
き
た
、
ア
イ
ド
ル
ア
ニ
メ
と
シ

ネ
コ
ン
で
の
「
応
援
上
映
」
と
い
う
新
し
い
鑑
賞
ス
タ
イ
ル
の
社
会
的
な
浸
透
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
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さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
は
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
俊し

ゅ
ん

英え
い

ま
で
、
今
日
の
日
本
映
画
の
世
界
的
評
価
を
支
え
る
監

督
た
ち
の
躍
進
が
見
ら
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
黒く

ろ

沢さ
わ

清き
よ
しが

『
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
の
女
』（
二
〇
一

六
年
）
で
海
外
進
出
を
果
た
す
一
方
、『
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ワ
ー
』（
二
〇
一
五
年
）
の
濱
口
竜
介
、『
淵ふ

ち

に
立
つ
』

（
二
〇
一
六
年
）
の
深
田
晃
司
が
そ
れ
ぞ
れ
ロ
カ
ル
ノ
や
カ
ン
ヌ
で
受
賞
し
て
本
格
的
に
注
目
を
浴
び
始
め
、

ほ
か
に
も
『
デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
ベ
イ
ビ
ー
ズ
』（
二
〇
一
六
年
）
の
真ま

利り

子こ

哲て
つ

也や

、『
バ
ン
コ
ク
ナ
イ

ツ
』（
二
〇
一
六
年
）
の
富と

み

田た

克か
つ

也や

（
空く

族ぞ
く

）、『
ア
ズ
ミ
・
ハ
ル
コ
は
行
方
不
明
』（
二
〇
一
六
年
）
の
松ま

つ

居い

大だ
い

悟ご

、『
溺お

ぼ

れ
る
ナ
イ
フ
』（
二
〇
一
六
年
）
の
山や

ま

戸と

結ゆ
う

希き

…
…
な
ど
、
当
時
二
〇
〜
三
〇
代
の
若
手
だ
っ
た

新
人
監
督
た
ち
が
ま
と
ま
っ
て
台
頭
し
て
き
た
の
も
こ
の
年
だ
っ
た
。

な
お
か
つ
、
触
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
年
あ
た
り
を
境
に
、
国
内
で
映
画
を
受
容

す
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
４
Ｇ
の
普
及
に
伴
う
定
額
制
動
画

配
信
（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
）
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
だ
。
前
年
の
二
〇
一
五
年
九
月
に
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
、

Am
azon

プ
ラ
イ
ム
・
ビ
デ
オ
が
そ
れ
ぞ
れ
日
本
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
視
聴
の

方
法
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ブ
ル
ー
レ
イ
か
ら
サ
ブ
ス
ク
へ
と
本
格
的
に
移
行
す
る
。

と
も
あ
れ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
で
土ど

居い

伸の
ぶ

彰あ
き

（『
21
世
紀
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
わ
か
る
本
』）、
ま

た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
分
野
で
柴し

ば

那と
も

典の
り

（『
ヒ
ッ
ト
の
崩
壊
』）
が
そ
れ
ぞ
れ
注
目
し
た
よ
う
に
、「
二
〇
一
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六
年
」
は
文
化
産
業
全
般
か
ら
見
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
あ
っ
た
年
だ
っ
た
。

三
人
の
映
画
作
家
か
ら
「
二
〇
一
六
年
」
を
考
え
る
――
庵
野
秀
明
・
岩
井
俊
二
・
新
海
誠

た
だ
本
書
で
は
、
そ
う
し
た
二
〇
一
六
年
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
年
に
放
た
れ
た
『
君
の
名
は
。』
と

い
う
作
品
に
着
目
し
つ
つ
、
そ
の
「
点
」
を
ほ
か
の
い
く
つ
か
の
「
点
」
と
線
で
結
ん
で
、
あ
る
「
面
」

＝
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
描
い
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
本
書
に
招
き
た
い
の
が
、『
君
の
名
は
。』
の

新
海
誠
と
同
じ
く
、
二
〇
一
六
年
に
新
作
を
発
表
し
た
ふ
た
り
の
映
画
監
督
だ
。

一
人
目
は
、
こ
の
年
に
怪か

い

獣じ
ゅ
う

映
画
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』（
二
〇
一
六
年
）
を
公
開
し
た
庵
野
秀
明
。
本
作

も
現
在
、
歴
代
第
八
三
位
に
位
置
す
る
八
二
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
興
行
収
入
を
記
録
し
、
大
き
な
社
会
的

話
題
を
呼
ん
だ
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
り
が
、
同
じ
年
に
一
八
〇
分
と
い
う
自
身
最
大
の
長
編
『
リ
ッ
プ
ヴ

ァ
ン
ウ
ィ
ン
ク
ル
の
花
嫁
』（
二
〇
一
六
年
）
を
発
表
し
た
岩
井
俊
二
だ
。
庵
野
や
新
海
ほ
ど
の
眼
に
見
え

る
興
行
的
・
批
評
的
成
功
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
岩
井
も
ま
た
、
こ
の
年
に
本
作
で
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
・

テ
ン
に
代
表
作
『
リ
リ
イ
・
シ
ュ
シ
ュ
の
す
べ
て
』（
二
〇
〇
一
年
）
以
来
、
じ
つ
に
一
五
年
ぶ
り
に
選
出

さ
れ
た
（
ベ
ス
ト
・
テ
ン
第
六
位
）。
さ
ら
に
同
年
の
第
二
九
回
東
京
国
際
映
画
祭
で
はJapan N

ow

部
門

で
特
集
上
映
「
監
督
特
集 

岩
井
俊
二
」
が
組
ま
れ
る
な
ど
、
総
じ
て
こ
の
年
に
（
ひ
さ
び
さ
に
）
大
き
な
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脚
光
を
浴
び
た
映
画
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

『
君
の
名
は
。』
の
新
海
誠
。『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
の
庵
野
秀
明
。『
リ
ッ
プ
ヴ
ァ
ン
ウ
ィ
ン
ク
ル
の
花
嫁
』

の
岩
井
俊
二
。
い
ず
れ
も
二
〇
一
六
年
に
象
徴
的
な
作
品
を
発
表
し
た
こ
の
三
人
の
監
督
を
並
べ
、
そ
れ

ら
が
構
成
す
る
「
面
」
を
眺
め
た
時
に
、
果
た
し
て
ど
ん
な
風
景
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
。

し
か
も
、
ア
ニ
メ
『「
鬼
滅
の
刃
」
無
限
城
編
』
と
実
写
『
国
宝
』
が
そ
れ
ぞ
れ
大
ヒ
ッ
ト
し
た
二
〇
二

五
年
は
、
や
は
り
ア
ニ
メ
『
君
の
名
は
。』
と
実
写
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
二
〇
一
六
年
の

約
一
〇
年
ぶ
り
の
「
反
復
」
に
見
え
て
く
る
。
二
〇
二
五
年
に
話
題
に
な
っ
た
異
色
の
観
客
参
加
型
映
画

『
ヒ
プ
ノ
シ
ス
マ
イ
ク -D

ivision Rap Battle-

』（
二
〇
二
五
年
）
も
、
あ
る
意
味
で
は
『
キ
ン
プ
リ
』
の

進
化
形
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
八
〇
年
で
も
あ
っ
た
こ
の
年
に
作
ら
れ
た
『cocoon

〜
あ
る
夏
の
少
女
た

ち
よ
り
〜
』（
二
〇
二
五
年
）
や
『
ペ
リ
リ
ュ
ー 

―
楽
園
の
ゲ
ル
ニ
カ
―
』（
二
〇
二
五
年
）
と
い
っ
た
戦
争

ア
ニ
メ
の
佳
作
に
せ
よ
、
明
ら
か
に
『
こ
の
世
界
の
片
隅
に
』
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

こ
の
点
で
も
、
二
〇
一
六
年
の
日
本
映
画
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
、
お
そ
ら
く
一
〇
年
後
の

現
在
に
つ
い
て
知
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
一
〇
年
後
の
未
来
を
展
望
す
る
こ
と
に
繫
が
っ
て
く
る
の
だ
。
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「
二
〇
一
六
年
」
に
お
け
る
三
人
の
変
化
――
「
国
民
作
家
」
化
と
再
評
価
の
波

も
ち
ろ
ん
、
三
人
の
そ
の
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
っ
た
時
に
も
、
こ
の
年
の
作
品
群
が

重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

新
海
は
『
君
の
名
は
。』
以
降
、『
天
気
の
子
』（
二
〇
一
九
年
）、『
す
ず
め
の
戸
締
ま
り
』（
二
〇
二
二
年
）

と
、
三
部
作
と
も
呼
ぶ
べ
き
長
編
を
正
確
に
三
年
ご
と
に
発
表
し
、
い
ず
れ
も
邦
画
屈
指
の
大
ヒ
ッ
ト
を

記
録
し
た
。

　

庵
野
も
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
以
降
、『
シ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
劇
場
版𝄇

』（
二
〇
二
一
年
）、『
シ

ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』（
二
〇
二
二
年
）、『
シ
ン
・
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』（
二
〇
二
三
年
）
と
、（
自
作
『
エ
ヴ
ァ
』

を
含
む
）
往
年
の
国
民
的
コ
ン
テ
ン
ツ
を
リ
ブ
ー
ト
し
た
い
わ
ゆ
る
「
シ
ン
・
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
。

　

そ
し
て
、
岩
井
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
遠
ざ
か
っ
て
い
た
国
内
の
劇
場
用
長

編
実
写
作
品
に
復
帰
し
、『
ラ
ス
ト
レ
タ
ー
』（
二
〇
二
〇
年
）、『
キ
リ
エ
の
う
た
』（
二
〇
二
三
年
）
と
、
過

去
の
自
身
の
代
表
作
を
セ
ル
フ
リ
メ
イ
ク
す
る
か
の
よ
う
な
力
作
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
手
掛
け
、
ま
た
後

述
す
る
よ
う
に
後
続
世
代
の
映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
に
よ
る
再
評
価
も
本
格
的
に
始
ま
る
。

た
だ
、
先
ほ
ど
の
土
居
や
柴
の
よ
う
に
、
こ
の
二
〇
一
六
年
を
日
本
映
画
史
に
起
こ
っ
た
何
ら
か
の
地

殻
変
動
だ
と
捉
え
た
時
に
、
よ
り
本
質
的
な
問
題
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
が
第
一
に
、
そ
れ
ま
で
オ
タ
ク
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的
で
、
マ
イ
ナ
ー
な
映
像
作
家
だ
っ
た
新
海
誠
と
庵
野
秀
明
の
メ
ジ
ャ
ー
化
、
い
わ
ば
「
国
民
作
家
」
化
だ
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
君
の
名
は
。』
も
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
も
、
日
本
映
画
史
に
残
る
歴
史
的
な

大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
両
者
と
も
、
批
評
家
か
ら
も
注
目
を
集
め
、
こ
の

年
の
国
内
の
主
要
な
映
画
賞
を
多
数
受
賞
し
て
い
る
。『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
に
い
た
っ
て
は
、
日
本
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
最
優
秀
作
品
賞
や
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
・
テ
ン
日
本
映
画
第
二
位
、
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
日
本

映
画
大
賞
、
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
作
品
賞
、
芸
術
選せ

ん

奨し
ょ
う文

部
科
学
大
臣
賞
な
ど
。『
君
の
名
は
。』
も
毎
日
映

画
コ
ン
ク
ー
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
賞
、
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門
大
賞
な
ど

を
受
賞
し
て
い
る
。
新
海
も
庵
野
も
そ
れ
ぞ
れ
日
本
映
画
史
の
往
年
の
巨
匠
監
督
た
ち
と
肩
を
並
べ
、
こ

れ
で
一
挙
に
名
実
と
も
に
日
本
映
画
の
未
来
を
担
う
、「
国
民
的
」
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
地
位
に
ま
で
駆
け

上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
メ
ジ
ャ
ー
化
は
、
そ
れ
ま
で
の
彼
ら
の
フ
ァ
ン
や
映
画
・
ア
ニ
メ
業
界
の
関
係
者
た
ち
に

と
っ
て
、
か
な
り
想
定
外
の
こ
と
だ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
彼
ら
の
存
在
が
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
映

画
や
ア
ニ
メ
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
「
マ
イ
ナ
ー
」
な
位
置
に
あ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。

例
え
ば
、
新
海
は
も
と
も
と
ゲ
ー
ム
業
界
出
身
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
、
ア
ニ
メ
業
界
の
正
規
ル
ー
ト
か

ら
出
発
し
た
人
物
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
は
庵
野
に
し
て
も
同
じ
で
、
も
ち
ろ
ん
代
表
作
で
あ
る
テ
レ
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ビ
ア
ニ
メ
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』（
一
九
九
五
〜
九
六
年
）
の
劇
場
版
な
ど
は
大
ヒ
ッ
ト
し
た
と

は
い
え
、
邦
画
の
中
心
を
担
う
作
家
だ
と
は
到
底
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
彼
ら
の
作
品
の
お

も
な
支
持
層
も
、
現
在
、
四
〇
代
か
ら
五
〇
代
前
半
を
迎
え
て
い
る
、「
オ
タ
ク
第
三
世
代
」
と
も
呼
ば
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
世
代
」（
就
職
氷
河
期
世
代
）
の
文
化
系
男
子
た
ち
と
い
う

特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
作
品
を
古
く
か
ら
知
る
フ
ァ
ン
は
、
新
海
と
庵
野
が
数

あ
る
話
題
作
を
抑
え
て
歴
史
と
権
威
あ
る
映
画
賞
や
、
あ
の
宮
﨑
駿
に
肉
薄
す
る
ほ
ど
の
興
行
成
績
を
手

に
す
る
「
国
民
作
家
」
に
な
る
と
は
予
想
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
ま
さ
に
オ
タ
ク
第
三
世

代
で
、
思
春
期
か
ら
青
春
期
に
ふ
た
り
の
作
品
に
熱
狂
し
て
い
た
筆
者
の
個
人
的
な
実
感
で
も
あ
る
。『
君

の
名
は
。』
公
開
当
時
、
同
作
を
高
校
生
カ
ッ
プ
ル
や
若
い
女
性
客
が
こ
ぞ
っ
て
観
に
行
っ
て
ハ
マ
っ
て
い

る
様
子
を
見
て
、
心
底
驚
き
、
隔
世
の
感
を
抱
い
た
も
の
だ
。

そ
し
て
第
二
に
、
先
ほ
ど
も
少
し
触
れ
た
岩
井
俊
二
の
再
評
価
で
あ
る
。
当
時
の
岩
井
は
、『
花
と
ア
リ

ス
』（
二
〇
〇
四
年
）
以
来
、
国
内
の
劇
場
用
長
編
実
写
作
品
の
監
督
業
か
ら
は
長
く
離
れ
、
他
監
督
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
製
作
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
進
出
な
ど
を
行
っ
て
い

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
と
大
衆
的
支
持
が
鮮
烈
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

正
直
に
言
っ
て
、
こ
の
時
期
に
は
映
画
フ
ァ
ン
か
ら
は
若
干
、
注
目
度
が
下
が
っ
て
い
た
存
在
だ
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
六
年
あ
た
り
か
ら
各
方
面
で
あ
ら
た
め
て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
大

き
な
き
っ
か
け
が
、
ま
さ
に
新
海
の
大
ヒ
ッ
ト
作
『
君
の
名
は
。』
だ
っ
た
。
同
作
に
岩
井
の
名
前
が
ク
レ

ジ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
な
の
か
、「
国
民
作
家
」
と
な
る
新
海
を
は
じ
め
、
彼
に
影
響
を
受
け
た
後

続
世
代
の
映
像
作
家
た
ち
か
ら
盛
ん
に
彼
に
対
し
て
リ
ス
ペ
ク
ト
が
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
延
長
で
、
二
〇
一
七
年
に
は
、
初
期
の
代
表
作
『
打
ち
上
げ
花
火
、
下
か
ら
見
る
か
？
横
か
ら

見
る
か
？
』（
一
九
九
三
年
）
が
、
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
、
シ
ャ
フ
ト
の
新し

ん

房ぼ
う

昭あ
き

之ゆ
き

総
監
督
、
大お

お

根ね

仁ひ
と
しの

脚
本
、

そ
し
て
『
君
の
名
は
。』
の
川か

わ

村む
ら

元げ
ん

気き

の
製
作
総
指
揮
で
ア
ニ
メ
リ
メ
イ
ク
も
さ
れ
た
。

筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
の
三
人
を
め
ぐ
る
潮
目
の
変
化
に
も
、
日
本
映
画
史
の
重
要
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。

「
ポ
ス
ト
日
本
映
画
」
の
歴
史
的
検
証

本
書
で
は
、
こ
の
二
〇
一
六
年
に
日
本
映
画
に
地
殻
変
動
を
も
た
ら
し
た
新
海
誠
、
庵
野
秀
明
、
岩
井

俊
二
か
ら
従
来
の
枠
組
み
を
更
新
す
る
、
新
し
い
日
本
映
画
（
史
）
の
姿
を
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
四
年
前
に
『
新
映
画
論 

ポ
ス
ト
シ
ネ
マ
』
と
い
う
著
作
を
出
し
た
。
奇く

し
く
も
そ

の
本
の
元
と
な
る
連
載
を
始
め
た
の
が
、
二
〇
一
六
年
の
一
月
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
本
で
は
、
東
西
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の
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
映
画
を
具
体
例
に
し
て
、
二
一
世
紀
に
変
化
を
迎
え
る
「
映
画
」
の
姿
を
思
想
的
に

捉
え
る
こ
と
を
試
み
て
お
り
、
そ
の
新
し
い
映
画
を
「
ポ
ス
ト
シ
ネ
マ
」
と
呼
ん
だ
。『
新
映
画
論
』
の
な

か
で
も
右
の
三
人
の
映
画
作
家
は
重
要
な
固
有
名
と
し
て
繰
り
返
し
登
場
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
本
で

は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
ポ
ス
ト
シ
ネ
マ
を
め
ぐ
る
歴
史
的
な
ス
パ
ン
で
の
検
証
は
総
じ
て
手
薄
だ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
こ
の
『
新
映
画
論
』
の
問
題
意
識
を
引
き
継
ぎ
、「
日
本
映
画
史
」
を
俎そ

上じ
ょ
うに

載

せ
て
展
開
し
た
も
の
と
い
っ
て
い
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
海
誠
の
『
君
の
名
は
。』、
も
し
く
は
新
海
と
庵

野
、
岩
井
の
仕
事
に
象
徴
さ
れ
る
新
し
い
形
の
日
本
映
画
を
、
こ
こ
で
は
旧
著
と
の
関
連
か
ら
も
「
ポ
ス

ト
日
本
映
画
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
と
思
う
。

「
日
本
映
画
」
の
輪
郭
に
つ
い
て

さ
て
、
本
書
は
日
本
映
画
史
の
本
だ
が
、
そ
の
た
め
の
い
く
つ
か
の
註
釈
を
加
え
て
お
き
た
い
。

ひ
と
つ
は
、
か
つ
て
映
画
史
家
・
比
較
文
学
者
の
四よ

方も

田た

犬い
ぬ

彦ひ
こ

も
簡
潔
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
日
本
映

画
」
と
い
う
時
の
、
地
域
的
、
あ
る
い
は
歴
史
的
ま
と
ま
り
を
確
定
す
る
こ
と
の
困
難
さ
の
問
題
が
あ
る
。

　
日
本
映
画
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
ず
直
面
す
る
困
難
の
ひ
と
つ
に
、

16



ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
そ
の
輪
郭
を
見
定
め
る
こ
と
が
、
厳
密
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。﹇
…
﹈

　
た
と
え
ば
戦
前
に
台
湾
や
朝
鮮
、
満
洲
で
日
本
人
が
製
作
や
監
督
を
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
、
は
た
し

て
ど
の
程
度
に
ま
で
日
本
映
画
と
呼
ば
れ
う
る
の
か
。
崔さ

い

洋よ
う

一い
ち

や
李イ

学ハ

仁ギ
ン

と
い
っ
た
在
日
韓
国
人
が

監
督
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
ど
う
な
る
の
か
﹇
…
﹈。
で
は
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
高た

か

嶺み
ね

剛つ
よ
しの

よ
う
に
沖

縄
語
で
製
作
し
、
日
本
語
の
字
幕
ス
ー
パ
ー
が
入
っ
て
い
る
フ
ィ
ル
ム
は
ど
う
な
の
か
。
一
九
七
〇

年
代
以
降
の
黒
澤
明
や
大
島
渚な

ぎ
さの

よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
資
本
で
製
作
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
は
ど
う
な

の
か
。﹇
…
﹈

　
次
に
わ
れ
わ
れ
を
見
舞
う
こ
と
に
な
る
第
二
の
困
難
は
、
は
た
し
て
時
代
を
通
し
て
日
本
映
画
に

一
貫
し
た
共
通
項
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
と
、
断
言
し
う
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

　
尾お

の
え上

松ま
つ

之の

助す
け

が
主
演
し
た
『
豪ご

う

傑け
つ

児じ

雷ら
い

也や

』
と
黒
澤
明
の
『
生
き
る
』
の
間
に
は
、
技
法
や
主
題

を
越
え
て
、
映
画
の
自
己
認
識
の
次
元
に
お
い
て
、
恐
ろ
し
い
ま
で
の
隔
た
り
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
黒
澤
と
塚
本
晋
也
の
『
鉄
男
』
の
間
に
は
、
さ
ら
に
広
々
と
し
て
昏く

ら

い
深
淵
が
存
在
し

て
い
る
。﹇
…
﹈

　
一
九
一
〇
年
代
、
五
〇
年
代
、
八
〇
年
代
か
ら
任
意
に
三
本
の
フ
ィ
ル
ム
を
選
ん
で
み
た
が
、
そ
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れ
ら
は
互
い
に
ほ
と
ん
ど
重
な
り
あ
わ
な
い
映
画
観
の
も
と
に
撮
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
「
日
本
映

画
」
と
い
う
統
合
的
な
範
疇
を
歴
史
的
に
与
え
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
無
意
味
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。 

（『
日
本
映
画
史
１
１
０
年
』）

こ
の
問
い
は
、
岩
井
が
手
掛
け
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

0

0

0

0

0

0

0

『
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
』（
二
〇
一
二
年
）
や
中
国
映
画

0

0

0

0

『
チ
ィ
フ
ァ
の
手
紙
』（
二
〇
一
八
年
）
の
よ
う
に
、
本
書
が
お
も
な
主
題
と
す
る
さ
き
の
三
人
の
仕
事
に
も

当
て
は
ま
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
も
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、
映
画
や
映
像
文
化
内
部
で
の
ジ
ャ
ン
ル
の
多

様
性
に
ど
こ
ま
で
目
配
り
す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
筆
者
が
博
士
論
文
で
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
は
、「
日
本
映
画
に
お
け
る
児
童
の
映
画

観
客
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
」
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
そ
こ
で
主
要
な
研
究
対
象
と
し
た
フ
ィ
ル
ム
も
、
多
く
は

一
般
的
な
劇
場
用
の
娯
楽
映
画
で
は
な
い
――
つ
ま
り
、
一
般
的
な
日
本
映
画
史
の
本
で
は
ほ
と
ん
ど
扱

わ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
――
、
教
育
映
画
や
教
材
映
画
、
科
学
映
画
、
文
化
映
画
の
よ
う
な
短
編
映
画
や
記

録
映
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
漫
画
映
画
）
の
類た

ぐ
いだ

っ
た
。
こ
れ
ら
非
劇
映
画
・
非
商
業
映
画
の
系け

い

譜ふ

に

つ
い
て
は
、
田た

中な
か

純じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

『
日
本
教
育
映
画
発
達
史
』
や
吉よ

し

原は
ら

順じ
ゅ
ん

平ぺ
い

『
日
本
短
編
映
像
史
』
と
い
っ
た

文
献
が
ま
と
め
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
映
画
史
や
映
像
文
化
史
研
究
、
メ
デ
ィ
ア
考
古
学
の
分
野
で
徐
々
に

研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
幻げ

ん

燈と
う

や
フ
ァ
ン
ト
ム
・
ラ
イ
ド
（
汽
車
活
動
写
真
）、
連れ

ん

鎖さ

劇げ
き

、
玩お

も
ち
ゃ具

映
画
、
小
型

映
画
な
ど
の
「
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
る
草
創
期
の
視
覚
メ
デ
ィ
ア
、
ひ
る
が
え

っ
て
、
戦
後
の
前
衛
的
な
実
験
映
画
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
Ｖ
シ
ネ
マ
、
ア
ダ
ル
ト
ビ

デ
オ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ビ
デ
オ
、
そ
し
て
現
代
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
ラ
マ
ま
で
、
時
代

ご
と
に
存
在
し
た
無
数
の
マ
イ
ナ
ー
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ど
こ
ま
で
を
視
界
に
入
れ
て
一
貫
し
た
歴
史
を
描
く

か
と
い
う
判
断
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
子
ど
も
か
ら
在
日
朝
鮮
人
、
女
性
な
ど
の
多
様
な
「
観
客

性
」、
そ
れ
に
産
業
史
や
言
説
史
（
批
評
史
）
な
ど
、「
日
本
映
画
」
に
ま
つ
わ
る
無
数
の
視
点
を
満
遍
な

く
網も

う

羅ら

し
た
歴
史
記
述
を
構
成
す
る
こ
と
は
、
だ
れ
で
あ
れ
不
可
能
だ
ろ
う
。

現
代
の
日
本
映
画
は
、
文
化
社
会
学
者
の
岩い

わ

渕ぶ
ち

功こ
う

一い
ち

が
強
調
し
た
よ
う
に
（「「
日
本
映
画
」
以
後
の
日
本

と
映
画
」）、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
趨す

う

勢せ
い

の
も
と
で
、
産
業
的
に
も
言
説
的
に
も
二
〇
世
紀
的
な
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ネ
マ
」
の
輪
郭
に
は
単
純
に
収
ま
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
小
著
で
は
「
お
も
に
日

本
の
資
本
で
製
作
さ
れ
、
日
本
国
内
で
上
映
・
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
映
画
」
を
お
お
ま
か
に
「
日
本
映
画
」

と
み
な
し
、
上
記
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
や
作
品
も
、
議
論
の
必
要
に
応
じ
て
柔じ

ゅ
う

軟な
ん

に
取
捨
選
択
し
て
論
じ

る
こ
と
と
し
た
い
。
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「
一
〇
年
代
作
家
」
そ
の
可
能
性
の
中
心
――
日
本
映
画
の
新
し
い
「
現
代
性
」
を
考
え
る

ま
た
今
回
、
筆
者
が
二
〇
一
六
年
の
新
海
誠
の
『
君
の
名
は
。』
――
ひ
い
て
は
、
庵
野
秀
明
や
岩
井
俊

二
の
仕
事
に
注
目
し
て
、
新
た
な
日
本
映
画
（
史
）
論
を
構
想
す
る
の
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
、
批
評
と
い

う
営
み
に
と
っ
て
本
質
的
な
理
由
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
独
創
的
な
文
化
史
や
文
化
批
評
の
試
み
と
い
う
の
は
、
つ
ね
に
何
ら
か
の
形
で
、
対
象
と
な

る
文
化
の
メ
デ
ィ
ア
的
・
制
度
的
な
条
件
が
問
わ
れ
る
局
面
に
こ
そ
注
目
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

例
え
ば
、
先
ほ
ど
も
名
前
を
挙
げ
た
映
画
批
評
家
の
蓮
實
重
彥
は
、
か
つ
て
タ
イ
ト
ル
に
「
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
史
」
の
文
字
を
冠
し
た
書
物
の
冒
頭
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
読
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
文
章
に
な
に
が
し
か
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、

こ
う
し
た
輝
か
し
い
名
前
﹇
註
：
ホ
ー
ク
ス
、
フ
ォ
ー
ド
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
と
い
っ
た
巨
匠
た
ち
﹈
が

ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
が
な
く
と
も
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
歴
史
は
充
分
に
語
ら
れ
う
る

も
の
だ
と
い
う
事
実
を
納
得
す
る
こ
と
に
つ
き
て
い
る
。﹇
…
﹈

　
以
上
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
ハ
リ
ウ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、

あ
る
と
き
、
も
は
や
そ
う
呼
ば
れ
る
こ
と
の
意
味
を
ほ
と
ん
ど
失
う
し
か
な
く
な
っ
た
一
九
五
〇
年
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代
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
「
変
容
」
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。﹇
…
﹈

　
だ
が
、
映
画
を
撮
る
こ
と
が
意
識
的
な
振
る
舞
い
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
時
代
が
不
可
避
的
に
到
来

す
る
。
第
一
章
で
擁
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
五
〇
年
代
作
家
」
た
ち
は
、
ま
さ
に
、
映
画
で
あ
る

こ
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
時
代
に
映
画
と
の
関
係
を
と
り
結
ば
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
不
幸
な
存
在
な
の
だ
。﹇
…
﹈

　
こ
う
し
た
監
督
た
ち
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
が
初
め
て
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
「
現
代
的
」
な
作
家
で
あ

る
。
こ
こ
で
話
題
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
映
画
に
お
け
る
「
現
代
性
」
の
問
題
な

の
だ
。 

（『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
史
講
義
』）

こ
こ
で
蓮
實
は
、
現
代
に
お
い
て
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
歴
史
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
に
描
き
出
す
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
古
典
的
」
な
映
画
の
条
件
を
支
え
、
ひ
と
び
と
に
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を

自
明
視
さ
せ
て
き
た
「
撮
影
所
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
制
度
が
崩
壊
し
て
い
く
一
九
五
〇
年
代
と
、
そ
こ
で

活
躍
を
開
始
し
た
監
督
た
ち
（「
五
〇
年
代
作
家
」）
に
注
目
し
て
い
る
。

い
ま
だ
鮮
明
な
輪
郭
を
結
ば
ず
に
い
る
「
現
代
的
」
な
日
本
映
画
（
史
）
論
を
構
想
す
る
本
書
の
批
評

的
な
狙
い
が
、
こ
の
蓮
實
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
踏と

う

襲し
ゅ
うす

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
こ
の
引
用
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文
中
の
、「
ア
メ
リ
カ
映
画
」
や
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
を
「
日
本
映
画
」
に
、「
一
九
五
〇
年
代
」
や
「
五
〇

年
代
作
家
」
た
ち
を
「
二
〇
一
〇
年
代
」
も
し
く
は
「
一
九
九
〇
年
代
」、
あ
る
い
は
「
一
〇
年
代
作
家
」

も
し
く
は
「
九
〇
年
代
作
家
」
に
置
き
換
え
た
と
し
て
も
、
筆
者
の
目も

く

論ろ

見み

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
。

と
い
う
の
も
、
日
本
映
画
に
お
け
る
二
〇
一
〇
年
代
、
あ
る
い
は
一
九
九
〇
年
代
も
ま
た
、「
映
画
を
撮
る

こ
と
が
意
識
的
な
振
る
舞
い
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
時
代
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
こ
で
名

前
を
挙
げ
た
監
督
た
ち
は
、
日
本
映
画
が
「
初
め
て
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
「
現
代
的
」
な
作
家
」
だ
と
す

ら
言
っ
て
い
い
か
ら
だ
。

批
評
と
い
う
営
み
が
穿う

が

つ
、
均
整
の
取
れ
た
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
は
収
ま
ら
な
い
、
対
象
が
持
つ
ア

ク
チ
ュ
ア
ル
な
可
能
性
を
集
約
し
て
い
る
、
こ
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
の
こ
と
を
、
半
世
紀
近
く

も
前
に
流
行
し
た
批
評
用
語
で
は
「
可
能
性
の
中
心
」
と
呼
ん
で
い
た
。

　

本
書
は
「
二
〇
一
六
年
」
と
い
う
年
に
、
現
代
に
お
い
て
日
本
映
画
を
考
え
る
こ
と
の
「
可
能
性
の
中

心
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
だ
と
言
え
る
。

新
し
い
日
本
映
画
史
の
見
取
り
図
を
つ
く
る

で
は
、
二
〇
一
〇
年
代
に
お
い
て
、
そ
の
「
映
画
で
あ
る
こ
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
意
識
せ
ざ
る
を
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え
な
い
時
代
」
の
要
因
と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
。

そ
れ
は
、
こ
の
時
代
に
、
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
規
定
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
条
件
が
到
来
し
た

こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
九
〇
年
代
、
あ
る
い
は
世
紀
を
跨ま

た

い
だ
二
〇
一
〇
年
代
と
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
動
画
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
世
の
中
に
普
及
し
、
映
画
が
フ
ィ
ル
ム
か
ら
完
全
に
デ
ジ
タ
ル
へ

と
移
行
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
バ
イ
ス
や
隣
接
ジ
ャ
ン
ル
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
。『
シ
ン
・

ゴ
ジ
ラ
』
や
『
キ
ン
プ
リ
』
で
も
実
施
さ
れ
た
「
応
援
上
映
」
や
「
ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
配
信
」
と
い

っ
た
新
し
い
興
行
・
鑑
賞
ス
タ
イ
ル
。
ま
た
、『「
鬼
滅
の
刃
」
無
限
城
編
』
の
よ
う
な
、
シ
ネ
コ
ン
で
の

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
（
高
精
細
上
映
）
や
４
Ｄ
Ｘ
（
体
感
型
上
映
）
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
的
で
イ
マ
ー
シ
ブ
（
没

入
的
）
な
映
画
鑑
賞
。
そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
視
聴
。

本
書
の
ね
ら
い
は
、
以
上
の
よ
う
な
一
六
年
の
日
本
映
画
界
に
到
来
し
た
一
連
の
「
ポ
ス
ト
日
本
映
画
」

が
持
っ
て
い
た
衝
撃
と
可
能
性
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
上
で
、
従
来
の
日
本
映
画
史
の
見

取
り
図
や
映
画
批
評
を
再
検
討
し
、
新
し
い
筋
道
を
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。

結
論
を
い
え
ば
、
本
書
が
描
き
出
そ
う
と
す
る
新
海
が
メ
ジ
ャ
ー
化
し
た
世
界
、
す
な
わ
ち
ポ
ス
ト
日

本
映
画
の
核
心
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
以
降
に
到
来
し
た
新
し
い
映
画
文
化
の
状
況

か
ら
捉
え
ら
れ
た
日
本
映
画
の
姿
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
日
本
映
画
の
あ
り
方
が
も
っ
と
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も
全
面
的
に
花
開
い
た
の
が
、
彼
が
大
ブ
レ
イ
ク
し
た
一
六
年
だ
っ
た
。
本
書
は
、
新
海
誠
と
、
彼
の
登

場
を
準
備
し
た
庵
野
秀
明
、
岩
井
俊
二
と
い
う
映
画
作
家
を
軸
と
し
て
、
こ
う
し
た
二
一
世
紀
の
日
本
映

画
（
史
）
の
姿
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
は
以
下
の
通
り
だ
。

第
一
部
「
二
一
世
紀
の
日
本
映
画
」
は
三
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、
二
〇
一

六
年
に
公
開
さ
れ
た
新
海
の
『
君
の
名
は
。』、
そ
し
て
庵
野
の
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』、
岩
井
の
『
リ
ッ
プ
ヴ

ァ
ン
ウ
ィ
ン
ク
ル
の
花
嫁
』
の
三
作
に
表
れ
て
い
た
共
通
性
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ら
の
現
代
映
画
と
し
て

の
新
し
さ
を
確
認
す
る
。
第
二
章
で
は
、
そ
う
し
た
二
〇
一
〇
年
代
の
新
海
作
品
に
結
実
す
る
映
像
表
現

や
想
像
力
の
直
接
的
な
起
源
と
し
て
、
彼
に
影
響
を
与
え
た
一
九
九
〇
年
代
の
庵
野
と
岩
井
の
作
品
群
の

画
期
の
意
味
を
論
じ
、
今
日
の
ポ
ス
ト
日
本
映
画
の
直
接
的
な
ル
ー
ツ
と
し
て
九
〇
年
代
の
状
況
を
整
理

す
る
。
第
三
章
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
九
〇
年
代
前
後
の
日
本
映
画
の
状
況
を
、「
明
る
い
画
面
」
と
「
暗
い

画
面
」
と
い
う
用
語
で
捉
え
直
す
。
こ
の
う
ち
、
ポ
ス
ト
日
本
映
画
を
意
味
す
る
明
る
い
画
面
の
重
要
な

参
照
先
と
し
て
、
お
も
に
大お

お

林ば
や
し

宣の
ぶ

彦ひ
こ

の
仕
事
を
再
検
証
す
る
。
加
え
て
、
他
方
の
暗
い
画
面
の
系
譜
を
九

〇
年
代
に
体
現
し
て
い
た
作
家
と
し
て
青あ

お

山や
ま

真し
ん

治じ

を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
、
本
書
は
日
本
映
画
史
に
ふ

た
つ
の
対
照
的
な
流
れ
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
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「
日
本
映
画
史
を
読
み
直
す
」
と
題
し
た
第
二
部
で
は
、
さ
ら
に
歴
史
を
遡

さ
か
の
ぼり

、
映
画
史
を
検
証
し
て
い

く
。
第
四
章
で
は
、
あ
ら
た
め
て
日
本
映
画
の
誕
生
か
ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
歴
史
を
紹
介
し
、
第
一

部
ま
で
の
見
取
り
図
を
、
よ
り
大
き
な
射
程
の
も
と
に
置
き
直
す
。
そ
し
て
第
五
章
で
は
、
庵
野
や
岩
井

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
市い

ち

川か
わ

崑こ
ん

と
岡お

か

本も
と

喜き

八は
ち

、
そ
し
て
最
後
の
第
六
章
で
は
、
ポ
ス
ト
日
本
映
画
に
お

い
て
先
駆
的
な
仕
事
を
残
し
た
川か

わ

島し
ま

雄ゆ
う

三ぞ
う

、
中な

か

平ひ
ら

康こ
う

の
足
跡
を
再
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
新
海
ら
の
新

し
い
日
本
映
画
の
枠
組
み
か
ら
、
既
存
の
日
本
映
画
史
が
書
き
換
え
ら
れ
る
可
能
性
を
、「
三
〇
／
五
〇
史

観
か
ら
七
〇
／
九
〇
史
観
へ
」
と
い
う
標
語
を
鍵か

ぎ

に
探
っ
て
い
く
。

前
置
き
は
さ
す
が
に
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
さ
っ
そ
く
本
題
に
入
ろ
う
。
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Ⅰ	

二
〇
一
六
年
の
地
殻
変
動
――
『
君
の
名
は
。』
以
後
の
日
本
映
画
と
三
人
の
立
役
者

二
〇
一
六
年
を
象
徴
す
る
三
作

目
下
、
空
前
の
活
況
を
呈
し
て
い
る
日
本
映
画
は
、
い
ま
か
ら
一
〇
年
前
の
二
〇
一
六
年
と
い
う
年
に

大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
た
。
そ
の
転
回
を
象
徴
す
る
作
品
と
し
て
、
ま
ず
こ
の
年
の
新
海

誠
監
督
の
大
ヒ
ッ
ト
作
『
君
の
名
は
。』
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、
こ
こ
で
は
新
海
と
と

も
に
、
や
は
り
こ
の
年
に
大
き
な
注
目
を
集
め
た
庵
野
秀
明
、
岩
井
俊
二
と
い
う
ふ
た
り
の
映
画
監
督
の

仕
事
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
は
、
今
日
の
文
化
表
現
全
般
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
メ
デ

ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
化
と
い
っ
た
映
画
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
――
こ
れ
が
、
筆

者
が
「
は
じ
め
に
」
で
問
題
提
起
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
新
し
い
日
本
映
画
の
幕
開
け
を
告
げ
た
と
言
っ
て
い
い
新
海
の
『
君
の
名
は
。』（
二

〇
一
六
年
）、
そ
し
て
庵
野
の
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』（
二
〇
一
六
年
）、
岩
井
の
『
リ
ッ
プ
ヴ
ァ
ン
ウ
ィ
ン
ク

ル
の
花
嫁
』（
二
〇
一
六
年
）
と
は
ど
の
よ
う
な
作
品
だ
っ
た
か
。
ま
ず
本
章
で
は
、
こ
の
三
作
品
の
注
目

32



す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
共
通
性
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

『
君
の
名
は
。』
は
、
田い

な
か舎

に
住
む
女
子
高
校
生
・
宮み

や

水み
ず

三み
つ

葉は

（
声
：
上か

み

白し
ら

石い
し

萌も

音ね

）
と
都
会
に
住
む
男
子

高
校
生
・
立た

ち

花ば
な

瀧た
き

（
声
：
神か

み

木き

隆り
ゅ
う

之の

介す
け

）
を
主
人
公
に
、
時
空
を
超
え
て
彼
ら
の
夢
の
な
か
で
起
こ
る
「
身

体
の
入
れ
替
わ
り
」
か
ら
始
ま
る
ジ
ュ
ブ
ナ
イ
ル
・
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
葉
が
暮
ら

し
て
い
る
糸い

と

守も
り

町ま
ち

が
約
千
年
ぶ
り
に
飛
来
し
た
テ
ィ
ア
マ
ト
彗す

い

星せ
い

の
予
測
外
の
分
裂
落
下
に
よ
り
、
住
民

も
ろ
と
も
滅
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
る
。
映
画
で
は
、
い
く
ど
も
す
れ
違
い
続
け
な
が
ら
も
、
糸
守
町

の
運
命
を
救
う
た
め
に
奮
闘
す
る
三
葉
と
瀧
の
活
躍
が
描
か
れ
る
。

そ
し
て
、『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
は
、
怪
獣
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
二
年
ぶ
り
と
な
る
第
二
九

作
。
東
京
湾
内
羽
田
沖
に
出
現
し
た
の
ち
、
徐
々
に
形
態
を
変
え
つ
つ
成
長
し
な
が
ら
東
京
中
を
破
壊
し

て
い
く
巨
大
怪
獣
ゴ
ジ
ラ
の
猛
攻
を
、
主
人
公
の
内な

い

閣か
く

官
房
副
長
官
・
矢や

口ぐ
ち

蘭ら
ん

堂ど
う

（
長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

己き

）
を
中
心

と
す
る
政
府
関
係
閣
僚
・
幕
僚
た
ち
が
阻そ

止し

す
る
活
躍
を
描
い
た
。

　

岩
井
の
『
リ
ッ
プ
ヴ
ァ
ン
ウ
ィ
ン
ク
ル
の
花
嫁
』
は
、
控
え
め
な
性
格
の
派
遣
教
師
・
皆み

な

川が
わ

七な
な

海み

（
黒く

ろ

木き

華は
る

）
が
お
見
合
い
サ
イ
ト
で
男
性
と
知
り
合
い
結
婚
す
る
も
の
の
、
さ
さ
い
な
噓
か
ら
離
婚
す
る
羽
目

に
な
っ
た
あ
と
、「
何
で
も
屋
」
を
自
称
す
る
謎
め
い
た
青
年
・
安あ

室む
ろ

行ゆ
き

舛ま
す

（
綾あ

や

野の

剛ご
う

）
に
導
か
れ
る
ま
ま
、

奇
妙
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
転
々
と
す
る
三
時
間
も
の
大
作
。
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そ
れ
で
は
、
ま
ず
は
こ
の
う
ち
、
最
大
の
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
『
君
の
名
は
。』
を
事
例
に
し
て
、
二
一

世
紀
の
日
本
映
画
の
特
徴
と
呼
べ
る
要
素
や
論
点
を
具
体
的
に
整
理
し
て
い
こ
う
。

本
書
の
三
人
の
主
人
公
①
――
新
海
誠

だ
が
、
本
題
に
入
る
前
に
、
こ
こ
か
ら
本
書
が
描
こ
う
と
し
て
い
る
新
し
い
日
本
映
画
（
史
）
の
輪
郭

を
よ
り
明
確
に
示
す
た
め
に
、
上
記
三
人
の
映
画
監
督
の
経
歴
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
、『
君
の
名
は
。』
の
新
海
誠
で
あ
る
。
新
海
は
庵
野
、
岩
井
よ
り
も
一
世
代
下
の
一
九
七
三
年

生
ま
れ
。
世
代
で
言
え
ば
、
行ゆ

き

定さ
だ

勲い
さ
お、

李
相
日
、
西
川
美
和
ら
と
同
じ
く
団だ

ん

塊か
い

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
に
属
す
る
。

中
央
大
学
文
学
部
卒
業
後
に
、
在
学
中
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
ゲ
ー
ム
制
作
会
社
「
日
本
フ
ァ
ル

コ
ム
」
に
入
社
。
同
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
あ
る
い
は
ア
ダ
ル
ト
ゲ
ー
ム
ブ
ラ
ン

ド
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
を
手
掛
け
る
仕
事
を
通
じ
て
映
像
制
作
を
始
め
る
。
や
が
て
自
主
制
作
で

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
制
作
を
開
始
。

い
く
つ
か
の
短
編
を
発
表
し
た
あ
と
の
二
〇
〇
二
年
に
公
開
し
た
出
世
作
『
ほ
し
の
こ
え
』
で
一
躍
脚

光
を
浴
び
る
。
本
作
は
、Pow

er M
ac G

4

と
、Adobe After Effects

な
ど
の
市
販
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
用
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
新
海
ほ
ぼ
ひ
と
り
で
手
掛
け
た
本
格
的
な
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ニ
メ
ー
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シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
独
特
の
繊
細
で
美
麗
な
風
景
描
写
を
含
め
、
そ
の
高
ク
オ
リ
テ
ィ
が
ア
ニ
メ
業
界
の
枠

を
超
え
て
多
方
面
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
の
後
も
初
長
編
『
雲
の
む
こ
う
、
約
束
の
場
所
』（
二
〇

〇
四
年
）、
連
作
短
編
『
秒
速
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
』（
二
〇
〇
七
年
）、
中
編
『
言
の
葉
の
庭
』（
二
〇
一
三

年
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
作
品
を
発
表
し
、
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
。

そ
し
て
二
〇
一
六
年
、
満
を
持
し
て
発
表
し
た
監
督
第
七
作
『
君
の
名
は
。』
で
、
当
時
、
邦
画
で
は

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』（
二
〇
〇
一
年
）
に
続
く
歴
代
二
位
と
な
る
興
行
収
入
二
五
一
億
七
〇
〇
〇
万
円

（
現
在
は
国
内
歴
代
六
位
・
邦
画
四
位
）
と
い
う
記
録
的
大
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
の
実
写
映
画
化

も
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
一
躍
「
国
民
的
」
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
監
督
に
な
る
。「
ジ
ブ
リ
、
細
田
守
な
ど
の

一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
の
ア
ニ
メ
映
画
は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
」
と
い
う
業
界
の
ジ
ン
ク

ス
を
打
ち
破
っ
た
『
君
の
名
は
。』
の
大
ヒ
ッ
ト
は
、
そ
の
後
、
数
年
に
わ
た
っ
て
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
新
海

誠
」
な
ど
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
る
よ
う
な
、
似
た
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
の
の
青
春
ア
ニ
メ
が
濫ら

ん

発ぱ
つ

さ
れ
る
劇
場

ア
ニ
メ
映
画
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。
そ
の
後
も
、『
天
気
の
子
』（
二
〇
一
九
年
）
が
興
収
一
四
二
億
三

〇
〇
〇
万
円
、
現
時
点
で
の
最
新
作
『
す
ず
め
の
戸
締
ま
り
』（
二
〇
二
二
年
）
も
一
四
九
億
四
〇
〇
〇
万

円
と
、
立
て
続
け
に
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
。
二
〇
一
〇
年
代
以
降
の
日
本
映
画
、
日
本
ア
ニ
メ
を
象
徴
す
る

存
在
に
な
っ
て
い
る
。
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本
書
の
三
人
の
主
人
公
②
――
庵
野
秀
明

続
い
て
は
、
庵
野
秀
明
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
生
ま
れ
で
、
三
歳
年
少
の
岩
井
俊
二
と
と
も
に
、
三み

池い
け

崇た
か

史し

、
是
枝
裕
和
、
青
山
真
治
ら
と
同
じ
、
新
人
類
世
代
（
バ
ブ
ル
世
代
）
に
属
す
る
。
大
阪
芸
術
大
学
映

像
計
画
学
科
に
進
学
後
、
本
格
的
に
映
画
・
映
像
制
作
を
開
始
し
、
の
ち
に
ア
ニ
メ
制
作
会
社
「
ガ
イ
ナ

ッ
ク
ス
」
の
母
体
と
な
る
同
人
自
主
映
画
制
作
集
団
「DAICO

N
 FILM

」
に
参
加
。
こ
の
時
期
に
大
学

は
除
籍
処
分
と
な
る
が
、
自
主
制
作
で
手
掛
け
た
習
作
が
プ
ロ
の
業
界
人
た
ち
か
ら
早
く
も
注
目
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
ス
タ
ッ
フ
で
参
加
。
メ
カ
デ
ザ
イ
ン
や
爆
発
シ
ー
ン
の
エ
フ
ェ
ク
ト
作
画
で
非
凡
な

才
能
を
発
揮
し
、
と
り
わ
け
宮
﨑
駿
監
督
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』（
一
九
八
四
年
）
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

で
巨
神
兵
の
作
画
を
手
掛
け
た
の
は
有
名
だ
ろ
う
。
八
八
年
、
Ｏ
Ｖ
Ａ
『
ト
ッ
プ
を
ね
ら
え
！
』
に
よ
り

二
八
歳
で
ア
ニ
メ
監
督
デ
ビ
ュ
ー
。
続
い
て
、
九
〇
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
ふ
し
ぎ
の
海
の

ナ
デ
ィ
ア
』（
一
九
九
〇
〜
九
一
年
）
を
発
表
す
る
。

そ
し
て
、
九
五
年
、
自
身
最
大
の
代
表
作
で
あ
り
、
ア
ニ
メ
や
映
画
に
留
ま
ら
ず
、
九
〇
年
代
の
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
代
表
す
る
記
念
碑
的
な
大
ヒ
ッ
ト
作
と
な
る
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ

オ
ン
』（
一
九
九
五
〜
九
六
年
）
を
発
表
す
る
。
オ
タ
ク
の
心
を
く
す
ぐ
る
衒げ

ん

学が
く

的て
き

な
引
用
や
時
代
の
空
気

と
共
振
す
る
ト
ラ
ウ
マ
的
な
物
語
、
と
り
わ
け
衝
撃
的
な
最
終
回
な
ど
が
激
し
い
賛
否
両
論
を
巻
き
起
こ
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し
、
二
本
の
劇
場
版
作
品
、『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
劇
場
版 

シ
ト
新
生
』、『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ

リ
オ
ン
劇
場
版 Air

／
ま
ご
こ
ろ
を
、
君
に
』
が
公
開
さ
れ
た
九
七
年
に
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
全
体
の
経
済

効
果
が
三
〇
〇
〇
億
円
と
も
い
わ
れ
る
空
前
の
社
会
現
象
に
な
っ
た
。

『
エ
ヴ
ァ
』
の
大
ヒ
ッ
ト
後
は
心
身
と
も
に
疲ひ

弊へ
い

し
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
表
現
自
体
に
限
界
も
感
じ
て
、

二
〇
〇
〇
年
前
後
の
一
時
期
は
、『
ラ
ブ
＆
ポ
ッ
プ
』（
一
九
九
八
年
）、『
式
日
』（
二
〇
〇
〇
年
）、『
キ
ュ

ー
テ
ィ
ー
ハ
ニ
ー
』（
二
〇
〇
四
年
）
と
、
実
写
作
品
を
手
掛
け
る
。

二
〇
〇
六
年
、
自
ら
の
ア
ニ
メ
制
作
会
社
「
ス
タ
ジ
オ
カ
ラ
ー
」
を
設
立
し
、
翌
年
に
そ
れ
ま
で
所
属

し
て
い
た
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
を
退
社
。
こ
こ
を
拠
点
に
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
『
エ
ヴ
ァ
』
の
「
リ
ビ
ル
ド
」

作
品
「
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
新
劇
場
版
」
シ
リ
ー
ズ
の
製
作
を
始
め
る
。
そ
の
後
は
、『
序
』（
二
〇
〇
七

年
）、『
破
』（
二
〇
〇
九
年
）、『
Ｑ
』（
二
〇
一
二
年
）
と
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
公
開
さ
れ
、
興
行
収

入
一
〇
二
億
八
〇
〇
〇
万
円
を
記
録
し
た
『
シ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
劇
場
版𝄇

』（
二
〇
二
一
年
）
で

完
結
し
た
こ
の
新
『
エ
ヴ
ァ
』
シ
リ
ー
ズ
と
、
二
〇
一
六
年
、
じ
つ
に
一
二
年
ぶ
り
に
手
掛
け
、
大
ヒ
ッ

ト
し
た
長
編
実
写
映
画
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
を
筆
頭
に
、
短
編
『
巨
神
兵
東
京
に
現
わ
る
』（
二
〇
一
二
年
、

監
督
は
樋ひ

口ぐ
ち

真し
ん

嗣じ

）、『
シ
ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』（
二
〇
二
二
年
、
監
督
は
樋
口
真
嗣
）、『
シ
ン
・
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
』（
二
〇
二
三
年
）
と
続
く
往
年
の
有
名
作
を
リ
メ
イ
ク
し
た
実
写
映
画
シ
リ
ー
ズ
を
並
行
す
る
よ
う
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に
発
表
し
て
き
た
。
二
〇
二
一
年
に
は
大
規
模
な
回
顧
展
、
二
二
年
に
は
紫し

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
うを

受
章
す
る
な
ど
、

現
代
日
本
の
映
像
文
化
を
代
表
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
三
人
の
主
人
公
③
――
岩
井
俊
二

最
後
に
、
岩
井
俊
二
は
一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
庵
野
と
同
様
、
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
美
術
学
科
在

学
中
か
ら
自
主
映
画
の
制
作
を
始
め
る
。
卒
業
後
の
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
ま
ず
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ビ
デ

オ
の
演
出
家
と
し
て
映
像
業
界
に
入
り
、
数
多
く
の
ア
イ
ド
ル
歌
手
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
Ｍ
Ｖ
を
演
出
、

海
外
で
は
同
世
代
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
フ
ィ
ン
チ
ャ
ー
や
ミ
シ
ェ
ル
・
ゴ
ン
ド
リ
ー
ら
が
有
名
だ
が
、
い
わ

ゆ
る
Ｍ
Ｖ
演
出
家
出
身
の
映
画
監
督
の
、
日
本
に
お
け
る
先
駆
け
の
ひ
と
り
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
九
一
年
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
演
出
に
も
進
出
。
一
九
九
三
年
、
オ
ム
ニ
バ
ス
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

『if 

も
し
も
』
の
一
篇
（
第
一
六
話
）
と
し
て
演
出
を
手
掛
け
た
『
打
ち
上
げ
花
火
、
下
か
ら
見
る
か
？
横

か
ら
見
る
か
？
』
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
作
品
初
の
日
本
映
画
監
督
協
会
新
人
賞
を
受
賞
。
本
作
が
九
五
年
に

劇
場
公
開
、
前
年
に
は
短
編
『undo

』（
一
九
九
四
年
）
を
発
表
す
る
な
ど
、
す
ぐ
に
映
画
業
界
に
も
活
躍

の
場
を
広
げ
、
一
九
九
五
年
、『Love Letter

』
で
長
編
映
画
を
初
監
督
。
続
け
て
発
表
し
た
『
ス
ワ
ロ

ウ
テ
イ
ル
』（
一
九
九
六
年
）
で
は
当
時
の
カ
リ
ス
マ
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
小こ

林ば
や
し

武た
け

史し

と
組
み
、
劇
中
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の
楽
曲
と
合
わ
せ
て
配
給
収
入
六
億
円
（
同
年
の
邦
画
第
九
位
）、
主
題
歌
シ
ン
グ
ル
八
五
万
枚
の
大
ヒ
ッ

ト
。
庵
野
同
様
、
ま
だ
三
〇
代
前
半
に
し
て
、
若
い
世
代
か
ら
熱
烈
な
支
持
を
受
け
る
カ
ル
チ
ャ
ー
ア
イ

コ
ン
と
な
る
。
と
り
わ
け
そ
の
独
特
の
繊
細
で
情
感
的
な
映
像
表
現
は
「
岩
井
美
学
」
と
称
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
、
劇
場
用
作
品
の
み
な
ら
ず
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、

小
説
、
そ
し
て
数
々
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
音
楽
活
動
に
い
た
る
ま
で
、
今
日
ま
で
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
た
な
ジ

ャ
ン
ル
や
試
み
に
挑
み
、
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
や
中
国
な
ど
海
外
で
も
精
力
的
に

監
督
作
を
手
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
岩
井
に
関
し
て
は
、
中
国
や
韓
国
、
台
湾
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
絶

大
な
人
気
を
誇
り
、
当
地
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
影
響
を
与
え
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。

聴
覚
的
要
素
の
上
昇
――
『
君
の
名
は
。』
以
後
の
日
本
映
画
表
現
①

さ
て
、
本
書
の
主
人
公
と
な
る
三
人
の
経
歴
を
お
お
ま
か
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
あ
ら
た
め
て
『
君

の
名
は
。』
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
日
本
映
画
に
も
た
ら
し
た
も
の
の
内
実
を
考
え
て
み
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
時

代
を
画
し
た
、
こ
の
あ
ま
り
に
も
有
名
な
ヒ
ッ
ト
作
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
筆
者
も
こ
れ
ま
で
の
著
作
や

論
文
で
た
び
た
び
論
じ
て
き
た
。

ま
ず
、
だ
れ
の
目
に
も
比
較
的
わ
か
り
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
音
楽
的
要
素
の
前
景
化
と
断
片
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化
／
冗
長
化
さ
れ
た
物
語
叙じ

ょ

述じ
ゅ
つが

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、『
君
の
名
は
。』
で
新
海
は
、
そ
の
後
の
『
す
ず
め
の
戸
締
ま
り
』
ま
で
続
く
Ｒ
Ａ
Ｄ

Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
た
。
そ
の
成
果
は
、
彼
ら
の
音
楽
や
主
題
歌
を
単
に
物
語

や
映
像
の
付
随
的
要
素
と
し
て
扱
う
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、
む
し
ろ
新
海
の
作
る
映
像
と
の
相
乗
効

果
を
生
み
、
時
に
は
映
像
の
方
が
音
楽
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
か
の
よ
う
な
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
た
。

『
君
の
名
は
。』
以
後
、
こ
の
よ
う
な
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
起
用
し
、
劇
中
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
歌
う
歌

＝
音
楽
を
重
要
な
構
成
要
素
と
す
る
作
品
は
、
邦
画
で
は
お
も
に
ア
ニ
メ
の
領
域
で
現
在
に
い
た
る
ま
で

あ
る
種
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
作
ら
れ
続
け
、
軒の

き

並な

み
記
録
的
な
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
中な

か

村む
ら

佳か

穂ほ

と

m

ミ

レ

ニ

ア

ム

illennium
 p

パ
レ
ー
ド

arade

を
起
用
し
た
細
田
守
監
督
の
『
竜
と
そ
ば
か
す
の
姫
』（
二
〇
二
一
年
）
や
、A

ア

ド

do

を

ヒ
ロ
イ
ン
に
迎
え
、
二
〇
〇
億
円
以
上
の
興
行
収
入
を
達
成
し
た
谷た

に

口ぐ
ち

悟ご

朗ろ
う

監
督
『O

N
E PIECE FILM

 
RED

』（
二
〇
二
二
年
）
な
ど
だ
。
斉さ

い

藤と
う

和か
ず

義よ
し

の
楽
曲
を
起
用
し
た
湯ゆ

浅あ
さ

政ま
さ

明あ
き

監
督
の
『
夜
明
け
告
げ
る
ル

ー
の
う
た
』（
二
〇
一
七
年
）、
吉よ

し

浦う
ら

康や
す

裕ひ
ろ

監
督
の
『
ア
イ
の
歌
声
を
聴
か
せ
て
』（
二
〇
二
一
年
）、
女じ

ょ

王お
う

蜂ば
ち

の
ア
ヴ
ち
ゃ
ん
を
起
用
し
た
湯
浅
政
明
監
督
『
犬
王
』（
二
〇
二
二
年
）
な
ど
の
秀
作
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る

だ
ろ
う
。

か
つ
て
一
九
八
〇
年
代
に
映
画
批
評
家
の
蓮
實
重
彥
は
、
映
画
に
お
い
て
、
古
典
か
ら
現
代
へ
と
移
行
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す
る
に
あ
た
っ
て
起
こ
る
中
心
を
担
う
要
素
の
変
化
を
、「
物
語
か
ら
イ
メ
ー
ジ
の
優
位
へ
」（『
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
史
講
義
』）
と
端
的
に
言
い
表
し
た
。
い
ま
や
そ
れ
は
さ
ら
に
「
音
／
音
楽
の
優
位
へ
」
と
移
り
変

わ
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
や
は
り
「
現
代
の
映
像
文
化
に
お
い
て
ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
「
音
＝
声
の
復
権
」
で
あ
る
」

と
す
る
批
評
家
の
北き

た

村む
ら

匡き
ょ
う

平へ
い

は
、
そ
の
理
由
を
「
移
動
中
の
視
聴
や
「
な
が
ら
見
」
す
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
現
代
に
お
い
て
、
画
で
視
覚
的
に
物
語
を
語
る
よ
り
、
新
海
誠
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
音
楽

や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
前
面
に
押
し
出
し
た
り
、
画
面
を
注
視
し
て
い
な
く
と
も
聴
覚
的
要
素
で
物
語
が
伝

わ
る
よ
う
に
設
計
し
た
り
﹇
…
﹈
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
視
聴
環
境
と
集
団
で
大
ス
ク
リ
ー
ン
を
観
る
映
画
館
に

通
底
す
る
要
素
が
「
音
」
で
あ
る
」（『
24
フ
レ
ー
ム
の
映
画
学
』）
か
ら
だ
と
説
明
づ
け
た
。
し
た
が
っ
て
、

映
画
鑑
賞
に
お
け
る
聴
覚
的
要
素
の
全
面
化
は
、『
君
の
名
は
。』
と
同
じ
年
に
社
会
的
注
目
を
集
め
た
シ

ネ
コ
ン
の
「
応
援
上
映
」
に
も
当
て
は
ま
る
。
そ
し
て
、
学
術
的
な
日
本
映
画
史
研
究
で
も
、
こ
う
し
た

現
状
と
連
動
す
る
か
の
よ
う
に
、
近
年
、「
音
」
を
め
ぐ
る
研
究
が
若
い
世
代
で
活
発
化
し
て
い
る
（
長な

が

門と

洋よ
う

平へ
い

、
柴し

ば

田た

康こ
う

太た

郎ろ
う

、
藤ふ

じ

原わ
ら

征ま
さ

生お

、
正ま

さ

清き
よ

健け
ん

介す
け

ら
の
研
究
）。

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
作
品
賞
を
受
賞
し
た
『Coda 
コ
ー
ダ 

あ
い
の
う
た
』（
二
〇
二
一
年
）
の
よ

う
に
、
三
宅
唱
監
督
『
ケ
イ
コ 

目
を
澄
ま
せ
て
』（
二
〇
二
二
年
）
や
呉オ

・
ミ

ポ

美
保
監
督
『
ぼ
く
が
生
き
て
る
、
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ふ
た
つ
の
世
界
』（
二
〇
二
四
年
）
な
ど
、
映
画
賞
で
も
高
い
評
価
を
受
け
る
近
年
の
邦
画
作
品
が
聴
覚
障

害
者
を
テ
ー
マ
と
し
始
め
て
い
る
の
も
、
多
様
性
に
対
す
る
意
識
と
は
ま
た
別
に
、
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア

論
的
条
件
と
ま
っ
た
く
無
関
係
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

物
語
の
断
片
化
――
『
君
の
名
は
。』
以
後
の
日
本
映
画
表
現
②

か
つ
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
土
居
伸
彰
は
、『
ア
ナ
と
雪
の
女
王
』（
二
〇
一
三
年
）
の
物
語
と
映
像

に
つ
い
て
、「
単
線
的
な
物
語
を
組
織
す
る
の
で
は
な
く
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ビ
デ
オ
集
の
よ
う
に
構
成
さ

れ
て
い
る
」（『
21
世
紀
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
わ
か
る
本
』）
と
評
し
た
が
、
こ
の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
『
君
の

名
は
。』
や
『FILM

 RED

』
に
も
当
て
は
ま
る
（
実
際
、『
君
の
名
は
。』
も
公
開
当
時
、「
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｐ

Ｓ
の
Ｍ
Ｖ
の
よ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
た
）。
し
か
し
、
土
居
の
言
う
よ
う
に
、
こ
う
し
た
「
映
画
の
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
・
ク
リ
ッ
プ
化
」
の
傾
向
は
、
古
典
的
映
画
を
範
と
す
る
構
築
的
で
連
続
的
な
物
語
叙
述
を
極
端
に

断
片
化
さ
せ
、
冗
長
な
も
の
に
し
て
い
く
。
実
際
、
興
行
収
入
一
六
四
億
円
以
上
を
記
録
し
国
内
外
で
大

ヒ
ッ
ト
し
た
『TH

E FIRST SLAM
 D

U
N
K

』（
二
〇
二
二
年
）
は
、
物
語
性
の
あ
る
映
画
と
い
う
よ
り

も
半
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
え
ん
え
ん
と
ラ
イ
ブ
観
戦
し
て
い
る
よ
う
な
趣
向
だ
っ
た
。

よ
り
顕け

ん

著ち
ょ

な
の
は
、
目
下
国
内
の
興
行
収
入
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
を
席
巻
し
て
い
る
『
劇
場
版
「
鬼
滅
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の
刃
」』
シ
リ
ー
ズ
だ
ろ
う
。

　

こ
の
ア
ニ
メ
映
画
は
『
君
の
名
は
。』
や
『FILM

 RED

』
の
よ
う
な
「
音
楽
ア
ニ
メ
」
で
は
な
い
。
た

だ
、「
無
限
列
車
編
」、「
無
限
城
編 

第
一
章 

猗
窩
座
再
来
」
の
よ
う
に
、
長
編
マ
ン
ガ
を
原
作
と
し
た
一

連
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
を
少
し
ず
つ
抜
き
出
し
て
作
品
化
し
て
い
る
た
め
、
作
品
単
体
と
し
て
の
構
築
性

や
物
語
的
な
起
伏
に
乏と

ぼ

し
い
。
そ
れ
で
も
、「
列
車
と
物
語
が
同
時
に
出
発
し
」、「
脱
線
し
て
運
動
で
き
な

く
な
っ
た
列
車
と
煉
獄
の
命
の
喪
失
感
」（
杉す

ぎ

本も
と

穂ほ

高た
か

『
映
像
表
現
革
命
時
代
の
映
画
論
』）
を
巧
み
に
重
ね

合
わ
せ
、
物
語
の
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
イ
テ
ィ
を
あ
る
程
度
保
っ
て
い
た
『
劇
場
版
「
鬼
滅
の
刃
」
無
限
列
車

編
』（
二
〇
二
〇
年
）
は
と
も
か
く
、
続
く
『
劇
場
版
「
鬼
滅
の
刃
」
無
限
城
編 

第
一
章 

猗
窩
座
再
来
』

（
二
〇
二
五
年
）
は
、
一
五
五
分
の
映
画
の
ほ
ぼ
全
編
が
、
無
限
城
空
間
内
で
の
圧
倒
的
な
ク
オ
リ
テ
ィ
の

バ
ト
ル
シ
ー
ン
と
、
個
々
の
因
縁
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
回
想
シ
ー
ン
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
連
な
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
映
像
的
に
は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
Ｖ
Ｒ
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
イ
マ
ー
シ
ブ
な
映
像
の
連
続
で
あ
り
、

内
容
（
構
成
）
的
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
の
ラ
イ
ブ
シ
ー
ン
が
数じ

ゅ

珠ず

つ
な
ぎ
に
え
ん
え
ん
と
続
く
昨

今
の
ア
イ
ド
ル
ア
ニ
メ
映
画
に
近
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
っ
て
い
る
。『TH

E FIRST SLAM
 D

U
N
K

』
と

『
猗
窩
座
再
来
』
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
は
情
動
的
な
「
い
ま
」
し
か
な
い
と
い
う
点
だ
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
、『
君
の
名
は
。』
が
示
し
た
傾
向
が
、
一
〇
年
を
経
て
さ
ら
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
な
っ
た
も
の
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で
あ
る
。

つ
け
加
え
る
と
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
現
在
の
日
本
映
画
の
大
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る
ア
ニ
メ
だ
け
で
な
く
、

一
部
の
実
写
作
品
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
映
画
研
究
者
の
河こ

う

野の

真ま

理り

江え

が
山
戸
結
希
監

督
『
ホ
ッ
ト
ギ
ミ
ッ
ク 

ガ
ー
ル
ミ
ー
ツ
ボ
ー
イ
』（
二
〇
一
九
年
）
に
つ
い
て
記
し
た
以
下
の
戸
惑
い
は
、

注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
筆
者
の
『
猗
窩
座
再
来
』
の
印
象
と
も
そ
う
遠
く
な
い
。

 『
ホ
ッ
ト
ギ
ミ
ッ
ク
』
の
シ
ョ
ッ
ト
の
繫
ぎ
方
は
独
特
だ
。
そ
れ
は

0

0

0

繫0

が
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、

0

0

0

0

0

0

0

0

00

羅0

列
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

。
そ
れ
で
い
て
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
ザ

ッ
ピ
ン
グ
的
な
、
恣
意
的
で
す
ら
あ
る
よ
う
な
、
し
か
し
特
別
に
選
ば
れ
た
に
違
い
な
い
、
と
っ
て

お
き
の
シ
ョ
ッ
ト
の
羅
列
が
、
物
語
の
流
れ
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
断
ち
切
り
な
が
ら
奇
妙
な
フ
ロ
ウ
を

作
り
上
げ
て
い
る
。﹇
…
﹈
着
色
料
の
よ
う
な
人
工
性
に
彩
ら
れ
た
そ
れ
ら
の
像
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
映
画
的
な
教
養

で
は
な
く
、
む
し
ろ

0

0

0

In
sta

g
ra

m

0

0

0

0

0

0

0

0

0

的
な
美
意
識
と
強
い
連
続
性
を
持
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
る

0

0

。

 

（「
か
ら
っ
ぽ
の
女
の
子
が
〈
映
え
〉
な
世
界
で
キ
ラ
キ
ラ
し
て
る
。」、
傍
点
引
用
者
）

こ
こ
で
の
「
ザ
ッ
ピ
ン
グ
的
」
で
「
羅
列
さ
れ
て
い
る
」
よ
う
だ
と
い
う
河
野
の
評
言
は
、
ま
さ
に
現

44



代
の
「
映
画
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ク
リ
ッ
プ
化
」
の
本
質
を
言
い
当
て
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か

も
「
着
色
料
の
よ
う
な
人
工
性
に
彩
ら
れ
た
」「Instagram

的
な
美
意
識
」
と
い
う
言
葉
も
、
し
ば
し
ば

「
イ
ン
ス
タ
的
」
と
呼
ば
れ
る
新
海
ア
ニ
メ
の
風
景
を
髣ほ

う

髴ふ
つ

と
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
は
、
さ
き
の
北
村
が
「
視

覚
を
基
調
と
し
て
「
思
考
す
る
映
画
」
か
ら
、
聴
覚
／
触
覚
に
情
動
的
に
作
用
す
る
「
快
楽
の
映
画
」
へ
」

（『
24
フ
レ
ー
ム
の
映
画
学
』）
と
ま
と
め
た
変
化
の
具
体
的
な
表
れ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
今
の
次
世
代
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
形
態
の
名
称
と
し
て
も
さ
か
ん
に
注
目
を
集
め
て
い
る

「
イ
マ
ー
シ
ブ
」
も
、『
鬼
滅
』
に
限
ら
ず
、
現
在
の
映
画
表
現
を
理
解
す
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。『
国
宝
』（
二
〇
二
五
年
）
で
も
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
李
相
日
の
演
出
の
特
徴
も
、
ク
ロ
ー

ス
ア
ッ
プ
と
ス
ロ
ー
、
ピ
ン
ト
送
り
を
多
用
し
、
観
客
の
感
情
移
入
を
こ
れ
で
も
か
と
誘
発
す
る
イ
マ
ー

シ
ブ
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
あ
っ
た
。
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

https://ji-sedai.jp

https://ji-sedai.jp/event/info/
https://ji-sedai.jp/series/research/
https://ji-sedai.jp/book/publication/
https://ji-sedai.jp



